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■
「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し

（
平
成
27
年
第
2
四
半
期
及
第
3
四

半
期
）」
に
つ
い
て

林
野
庁
は
、
3
月
20
日
、
平
成
26
年
度
第
4

回
木
材
需
給
会
議
を
開
催
し
、
主
要
木
材
の
需

給
見
通
し
を
策
定
・
公
表
し
た
。

１
．
見
通
し
の
要
点

（
1
）
平
成
27
年
第
2
四
半
期
（
4
～
6
月
）

の
需
要
は
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
は
前
年
同
期

と
比
べ
増
加
す
る
一
方
、国
産
材
合
板
用
丸
太
、

輸
入
丸
太
、
輸
入
製
材
品
、
合
板
及
び
構
造
用

集
成
材
は
前
年
同
期
に
比
べ
減
少
す
る
見
通
。

（
2
）
平
成
27
年
第
3
四
半
期
（
7
～
9
月
）

の
需
要
は
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
、
輸
入
丸
太
、

合
板
、
構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
に
比
べ
増

加
す
る
一
方
、
国
産
材
合
板
用
丸
太
及
び
輸
入

製
材
品
は
前
年
同
期
に
比
べ
や
や
減
少
す
る
見

通
。

（
3
）
平
成
26
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
る
。

２
．
平
成
26
年
度 

第
４
回 

木
材
需
給
会

議
の
意
見
等
の
概
要

（
1
）
経
済
情
勢

・
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
平
成
25
年
度
は
、

公
共
投
資
や
、
個
人
消
費
、
住
宅
投
資
等
で
消

・
品
目
別
に
は
、
丸
太
約
68
億
9
千
万
円
（
対

前
年
比
２
３
０
％
、
構
成
比
39
％
）、
製
材
品

約
33
億
8
千
万
円
（
同
１
１
９
％
、
同
19
％
）、

合
板
約
13
億
6
千
万
円
（
同
１
３
２
％
、
同

8
％
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

・
国
別
に
は
、
中
国
約
67
億
6
千
万
円
（
対
前

年
同
期
比
１
９
６
％
、
構
成
比
38
％
）、
韓
国

約
28
億
7
千
万
円
（
同
１
７
３
％
、
同
16
％
）、

台
湾
約
20
億
円
（
同
１
３
９
％
、
同
11
％
）、

約
フ
ィ
リ
ピ
ン
19
億
7
千
万
円（
同
１
０
０
％
、

同
11
％
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
主
要
木
材
需
給
動
向

ア　

国
産
材
（
需
要
（
工
場
入
荷
））

①
製
材
用
丸
太

・
新
設
住
宅
着
工
数
が
現
在
の
水
準
で
推
移
す

る
と
想
定
さ
れ
る
中
で
、
平
成
27
年
第
2
四
半

期
、
第
3
四
半
期
と
も
、
昨
今
の
国
産
材
回
帰

の
流
れ
を
受
け
て
、
堅
調
に
推
移
す
る
見
通
。

②
合
板
用
丸
太

・
平
成
27
年
第
2
四
半
期
、第
3
四
半
期
と
も
、

新
設
住
宅
着
工
が
低
迷
す
る
と
予
測
さ
れ
、
合

板
の
需
給
環
境
が
緩
慢
に
推
移
す
る
と
見
込
ま

れ
る
。
よ
っ
て
、
両
四
半
期
と
も
前
年
同
期
比

で
減
少
す
る
見
通
。

イ　

米
材

①
丸
太

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第
2
四
半
期

は
、
消
費
税
の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
の
影
響

が
引
き
続
く
と
想
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
前
年
同

期
比
で
減
少
す
る
見
通
。
第
3
四
半
期
は
前
期

の
流
れ
を
受
け
て
底
堅
く
推
移
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
前
年
同
期
比
で
は
減
少
す
る
見
通
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
米
国
住
宅
市
場
の
状
況

や
産
地
気
候
、
国
内
需
要
の
動
向
を
う
け
て
、

平
成
27
年
第
2
四
半
期
、
第
3
四
半
期
と
も
前

年
同
期
比
で
減
少
す
る
見
通
。

費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
発
生
等

に
よ
り
、
２
・
１
％
（
実
績
）
と
比
較
的
高
い

成
長
と
な
っ
た
。
平
成
26
年
度
は
公
共
投
資
、

輸
出
等
が
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
た
が
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
に
よ
る

個
人
消
費
等
の
冷
え
込
み
が
大
き
く
影
響
し
、

△
1
・
0
％
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。

（
2
）
住
宅
着
工

・
平
成
26
年
度
4
月
か
ら
平
成
27
度
年
1
月
期

の
累
計
は
、
着
工
戸
数
全
体
で
前
年
同
期
比

87
・
6
％
、
持
家
が
同
76
・
6
％
、
貸
家
が
同

96
・
5
％
、
分
譲
一
戸
建
が
91
・
7
％
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
が
同
86
・
0
％
で
持
家
、
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
減
少
が
大
き
い
。

・
平
成
27
年
1
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

6
万
8
千
戸
で
前
年
同
月
比
87
・
0
％
と
11
ヶ

月
連
続
の
減
少
。

・
平
成
26
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
（
見
通

し
）
は
、対
前
年
比
89
・
1
％
の
88
万
と
想
定
。

・
平
成
27
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
（
見
通

し
）
は
、
対
前
年
比
１
０
１
・
3
％
の
89
万
1

千
戸
と
想
定
。

（
3
）
木
材
輸
出
動
向

・
平
成
26
年
の
累
計
木
材
輸
出
額
は
、
約
１
７

８
億
3
千
万
円
（
対
前
年
同
期
比
１
４
５
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
年
間
輸
出
額
約
１
２

３
億
1
千
万
円
を
上
回
っ
た
。
現
在
も
高
い
伸

び
を
持
続
。

主要木材の入荷量等の概要
国産材丸太 輸入

丸太
輸入

製材品 合板 構造用
集成材製材用 合板用

24年計（実績）
11,321 2,602 4,356 6,698 6,090 2,048
（99） （103） （94） （96） （97） （104）

25年第 1 四半期 2,926 723 1,119 1,719 1,587 502
実績 （100） （112） （90） （103）（105） （102）
25年第 2 四半期 3,070 795 1,282 2,113 1,684 594
実績 （109） （123）（111） （123）（113） （117）
25年第 3 四半期 2,853 744 998 2,103 1,584 584
実績 （112） （126）（111） （134）（109） （113）
25年第 4 四半期 3,210 754 1,118 1,768 1,607 574
実績 （106） （105）（105） （102） （99） （108）

25年計（実績）
12,058 3,016 4,517 7,703 6,462 2,254
（107） （116）（104） （115）（106） （110）

26年第 1 四半期 3,178 713 1,230 1,659 1,647 560
実績 （109） （99）（110） （97）（104） （112）
26年第 2 四半期 3,162 831 1,107 1,796 1,676 561
実績 （103） （105） （86） （85）（100） （95）
26年第 3 四半期 2,889 718 862 1,582 1,477 499
実績 （101） （97） （86） （75） （93） （85）
26年第 4 四半期 3,196 785 888 1,393 1,497 502
実績 （100） （104） （79） （79） （93） （88）

26年計（実績）
12,425 3,048 4,086 6,430 6,297 2,123
（103） （101） （91） （84） （97） （94）

27年第 1 四半期 3,200 710 920 1,384 1,480 485
見込み （101） （100） （75） （83） （90） （87）
27年第 2 四半期 3,300 700 1,002 1,519 1,480 520
見通し （104） （84） （91） （85） （88） （93）
27年第 3 四半期 3,300 680 965 1,529 1,510 530
見通し （114） （95）（112） （97）（102） （106）

（単位：千㎥ , ％）（括弧内は前年比又は前年同期比）
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②
製
材
品

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第
2
四
半
期

は
住
宅
着
工
が
昨
年
同
等
の
レ
ベ
ル
で
推
移
す

る
と
思
わ
れ
る
。
第
3
四
半
期
も
住
宅
着
工
等

市
況
は
大
き
く
改
善
さ
れ
な
い
と
予
想
す
る
。

よ
っ
て
、
両
四
半
期
と
も
前
年
同
様
の
水
準
で

推
移
す
る
と
思
わ
れ
る
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第
2
四
半
期

は
現
地
出
材
状
況
や
米
国
西
海
岸
で
の
港
湾
労

使
交
渉
の
影
響
等
が
見
込
ま
れ
る
た
め
前
年
比

で
減
少
す
る
見
通
。
第
3
四
半
期
は
在
庫
が
低

水
準
で
推
移
し
て
い
る
事
も
あ
り
、
前
年
同
期

比
で
は
増
加
し
て
入
荷
す
る
見
通
。

ウ　

欧
州
材
（
製
材
品
）

・
平
成
27
年
第
2
四
半
期
、
第
3
四
半
期
と
も

低
調
な
国
内
需
要
動
向
を
反
映
し
て
、
前
年
同

期
比
で
減
少
し
て
推
移
す
る
見
通
。

エ　

南
洋
材

①
丸
太

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第
2
四
半
期

以
降
も
針
葉
樹
合
板
等
へ
の
シ
フ
ト
等
は
変
わ

ら
ず
、
底
堅
い
需
要
で
推
移
す
る
見
通
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
為
替
状
況
、
産
地
高
、

合
板
用
材
の
針
葉
樹
へ
の
シ
フ
ト
等
に
よ
り
平

成
27
年
第
2
四
半
期
以
降
も
前
年
同
期
比
で
減

少
す
る
見
通
。

②
製
材
品

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第
2
四
半
期

以
降
は
国
内
需
要
が
落
ち
着
い
た
動
き
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
堅
調
な
動
き
と
見
込
ま

れ
る
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
見
合
っ
た
数
量

で
入
荷
さ
れ
る
見
通
。

オ　

北
洋
材

①
丸
太

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
為
替
状
況
も
踏
ま
え
、

平
成
27
年
第
2
四
半
期
以
降
も
堅
調
に
推
移
す

る
と
見
込
ま
れ
る
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
応
じ
た
輸
入
と

の
見
通
。

②
製
材
品

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
現
地
為
替
環
境
が
比
較

的
安
定
し
て
き
た
事
も
あ
り
、
堅
調
に
推
移
す

る
見
通
。

カ　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
リ
材

①
丸
太

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
国
内
大
手
製
材
工
場
停

止
の
影
響
に
加
え
、
輸
出
梱
包
需
要
が
想
定
よ

り
弱
含
み
で
推
移
す
る
模
様
か
ら
、
平
成
27
年

度
第
2
四
半
期
は
前
年
同
期
と
比
べ
減
少
す
る

見
通
。
第
3
四
半
期
は
前
期
と
同
様
な
需
要
で

推
移
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
前
年
に
比
べ
て
増

加
す
る
見
通
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
国
内
需
要
に
応
じ
た
入

荷
の
見
通
。

②
製
材
品

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第
2
四
半
期

以
降
も
堅
調
に
推
移
す
る
見
通
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
為
替
環
境
が
変
化
し
て

い
る
た
め
、
慎
重
な
輸
入
が
な
さ
れ
る
見
通
。

キ　

合
板

①
国
内
製
造

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
第
2
四
半
期
以
降
は
住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
フ
ラ
ッ
ト
35
の
優
遇
金
利

政
策
の
実
行
等
に
よ
り
住
宅
需
要
の
持
ち
直
し

等
に
よ
り
前
年
同
期
に
比
べ
増
加
す
る
見
通
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
国
内
工
場
が
新
た
に
稼
働

す
る
が
、需
要
に
応
じ
た
生
産
と
な
る
見
込
み
。

②
輸
入

・
需
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
第
2
四
半
期

は
戸
建
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
宅
着
工
等
の
減

少
を
受
け
、
前
年
同
期
比
で
減
少
す
る
見
通
。

第
3
四
半
期
も
前
期
の
流
れ
を
受
け
て
、
前
年

同
期
比
で
減
少
す
る
見
通
。

・
供
給
に
つ
い
て
は
、
国
内
需
要
、
為
替
、
産

地
状
況
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
な
入
荷
が
行
わ
れ

る
見
通
。

ク　

構
造
用
集
成
材

①
国
内
製
造

・
平
成
27
年
第
2
四
半
期
は
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
を
受
け
、前
年
同
期
比
で
減
少
す
る
見
通
。

第
3
四
半
期
は
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
フ
ラ
ッ

ト
35
の
優
遇
金
利
政
策
の
実
行
等
に
よ
り
前
年

同
期
比
で
増
加
す
る
見
通
。

②
輸
入

・
平
成
27
年
第
2
四
半
期
は
、
国
内
需
要
の
減

少
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
前
年
同
期
と

比
べ
、
減
少
す
る
見
通
。
第
3
四
半
期
は
欧
州

大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
供
給
が
本
格
す
る
と
想

定
さ
れ
る
た
め
前
年
同
期
と
比
べ
増
加
す
る
見

通
。■

26
年
全
市
連
会
長
賞
を
決
定

平
成
26
年
度
全
市
連
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

は
、
各
支
部
か
ら
候
補
者
の
推
薦
を
頂
き
、
３

月
９
日
（
月
）
に
開
催
し
た
全
市
連
功
労
者
表

彰
審
査
選
考
委
員
会
（
正
副
会
長
・
支
部
長
で

構
成
）
で
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。
５
月
18

日
（
月
）
開
催
の
第
60
回
総
会
・
東
京
大
会
の

席
上
で
表
彰
状
を
贈
呈
す
る
。受
賞
者
の
皆
様
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。以
下
敬
称
略
。

［
関
東
北
］
佐
藤
俊
介
（
有
限
会
社
福
島
原
木

セ
ン
タ
ー
（
福
島
））、
井
上
省
三
（
株
式
会
社

ミ
ト
モ
ク
（
茨
城
））、
石
井
好
忠
（
石
井
建
設

株
式
会
社
（
千
葉
）［
関
東
］
大
竹
三
男
（
丸

宇
木
材
市
売
株
式
会
社
大
栄
浜
市
場（
千
葉
））、

髙
野
徹
一（
東
京
中
央
木
材
市
場
株
式
会
社（
千

葉
））、
鈴
木
雅
人
（
ナ
イ
ス
株
式
会
社
相
模
原

市
場
（
神
奈
川
））［
東
海
］
矢
島
令
子
（
ナ
イ

ス
株
式
会
社
長
野
市
場
（
長
野
））、
関
谷
千
敏

（
ナ
イ
ス
株
式
会
社
浜
松
市
場
（
静
岡
））、
上

垣
外
千
鶴（
松
阪
木
材
株
式
会
社（
三
重
））、［
近

畿
］
岩
城
勝
啓
、
植
村
真
理
子
（
株
式
会
社
大

阪
木
材
相
互
市
場
（
大
阪
））、［
四
国
］
政
石

友
子
（
大
一
木
材
株
式
会
社
（
徳
島
））、［
九
州
］

坂
井
勝
（
熊
本
木
材
株
式
会
社
八
代
支
店
（
熊

本
））、
宇
田
浩
二
、
工
藤
幸
史
（
熊
本
木
材
株

式
会
社
（
熊
本
））、江
田
智
宏
、小
田
孝
信
（
株

式
会
社
日
田
中
央
木
材
市
場
（
大
分
））、［
問

屋
愛
知
］
原
修
二
（
材
惣
木
材
株
式
会
社
（
岐

阜
））、
平
野
光
秋
（
有
限
会
社
愛
晋
木
材
（
愛

知
））

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
合
格
者

を
決
定

当
連
盟
は
4
月
2
日
（
木
）、
日
本
森
林
林

業
振
興
会
会
議
室
で
、「
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

審
査
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。
委
員
会
に
は
日

本
木
材
・
合
板
博
物
館
の
岡
野
健
館
長
、
東
京

都
市
大
学
の
大
橋
好
光
先
生
な
ど
講
師
各
位
、

当
連
盟
の
市
川
会
長
等
が
出
席
し
、
今
年
２
月

に
東
京
、
大
阪
会
場
で
開
催
し
た
「
平
成
26
年

度
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
」
の
合
格

者
79
名
を
決
定
し
た
。
合
格
者
の
氏
名
は
、
全

市
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。
ま
た
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、名
簿
の
提
供
を
行
う
。

以
下
敬
称
略
。
相
田
吉
則
（
山
形
県
）、
阿
久

津
裕
司
（
福
島
県
）、
有
村
勝
太
（
東
京
都
）、

飯
島
秀
圭
（
茨
城
県
）、石
川
徹
也
（
茨
城
県
）、

石
原
雅
樹
（
東
京
都
）、
泉
大
作
（
石
川
県
）、

伊
藤
明
（
福
島
県
）、
宇
治
厚
重
（
兵
庫
県
）、

宇
敷
慶
一
郎（
群
馬
県
）、遠
藤
大
樹（
栃
木
県
）、

大
槻
勇
太
（
静
岡
県
）、大
平
宏
之
（
福
島
県
）、
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岡
田
哲
也（
大
阪
府
）、小
川
奈
津
美（
栃
木
県
）、

角
田
健
（
大
阪
府
）、
加
藤
健
一
（
栃
木
県
）、

神
原
健
（
奈
良
県
）、
菊
地
實
（
東
京
都
）、
久

我
康
夫
（
兵
庫
県
）、
黒
澤
和
哉
（
徳
島
県
）、

越
川
郁
夫
（
埼
玉
県
）、小
寺
公
司
（
埼
玉
県
）、

小
林
正
宏
（
大
阪
府
）、斉
藤
恭
平
（
埼
玉
県
）、

坂
井
恒
樹
（
東
京
都
）、坂
木
賢
吾
（
群
馬
県
）、

阪
口
俊
（
愛
知
県
）、
坂
本
敬
司
（
東
京
都
）、

篠
崎
尚
之
（
栃
木
県
）、清
水
好
博
（
東
京
都
）、

下
瀬
龍
（
東
京
都
）、
下
田
育
稔
（
大
阪
府
）、

正
林
宏
平
（
千
葉
県
）、白
澤
敏
行
（
茨
城
県
）、

新
谷
允
（
神
奈
川
県
）、菅
沼
克
浩
（
愛
知
県
）、

鈴
木
政
貴
（
愛
知
県
）、瀬
川
雅
章
（
岩
手
県
）、

曽
我
康
孝
（
岐
阜
県
）、染
木
幸
雄
（
東
京
都
）、

竹
内
加
奈
子（
三
重
県
）、竹
内
宏
明（
兵
庫
県
）、

多
田
啓
（
福
岡
県
）、
谷
茂
則
（
奈
良
県
）、
谷

口
健
郎
（
富
山
県
）、
谷
知
大
輔
（
大
阪
府
）、

田
原
昇
二
（
大
阪
府
）、
徳
永
睦
（
岡
山
県
）、

中
川
重
郎
（
三
重
県
）、中
島
浩
紀
（
岐
阜
県
）、

中
田
弥
（
京
都
府
）、
西
山
茂
樹
（
大
阪
府
）、

新
田
浩
司（
埼
玉
県
）、長
谷
川
恵
一（
富
山
県
）、

畑
文
章
（
兵
庫
県
）、
原
野
剛
行
（
富
山
県
）、

吹
野
寛
人
（
茨
城
県
）、福
田
智
弘
（
栃
木
県
）、

福
富
芳
彦
（
栃
木
県
）、藤
原
輝
雅
（
千
葉
県
）、

二
川
昭
成
（
富
山
県
）、増
田
松
吾
（
東
京
都
）、

松
下
哲
也
（
大
阪
府
）、松
本
竜
男
（
大
阪
府
）、

三
浦
祐
生
（
兵
庫
県
）、
水
上
淳
（
栃
木
県
）、

水
島
史
津
子（
大
阪
府
）、三
輪
義
行（
大
阪
府
）、

村
井
賢
一
（
愛
知
県
）、
森
友
美
（
大
阪
府
）、

安
田
栄
子
（
千
葉
県
）、山
口
和
大
（
福
岡
県
）、

山
口
博
久
（
岐
阜
県
）、横
田
直
人
（
岡
山
県
）、

横
山
慎
（
東
京
都
）、吉
原
あ
い
子
（
新
潟
県
）、

渡
辺
功
（
栃
木
県
）、
渡
辺
和
信
（
埼
玉
県
）

業
に
つ
い
て
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

■
平
成
25
年
度
公
共
建
築
物
木

材
使
用
量
公
表

農
林
水
産
省
及
び
国
土
交
通
省
は
、「
公
共

建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
基
本
方
針
」
に
基
づ
く
措
置
の
平
成
25
年
度

に
お
け
る
実
施
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
。

あ
わ
せ
て
、
農
林
水
産
省
は
基
本
方
針
に

沿
っ
て
策
定
し
た
「
農
林
水
産
省
木
材
利
用
推

進
計
画
」
の
平
成
25
年
度
に
お
け
る
実
施
状
況

を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

１
．
平
成
25
年
度
の
実
施
状
況

•

平
成
25
年
度
に
お
い
て
、
木
造
で
整
備
を

行
っ
た
公
共
建
築
物
は
、
警
察
庁
（
訓
練
施
設

等
2
棟
１
４
６
㎡
）、
農
林
水
産
省
（
森
林
事

務
所
等
6
棟
７
７
２
㎡
）、
国
土
交
通
省
（
公

園
施
設
等
2
棟
５
５
４
㎡
）、
環
境
省
（
事
務

庁
舎
等
10
棟
１
、９
０
４
㎡
）、
防
衛
省
（
広
報

館
等
3
棟
２
、１
９
４
㎡
）等
の
計
24
施
設（
５
、

６
８
９
㎡
）
で
し
た
。

•

内
装
等
の
木
質
化
を
行
っ
た
公
共
建
築
物

は
、
衆
議
院
（
憲
政
記
念
館
等
2
棟
）、
最
高

裁
判
所
（
庁
舎
等
18
棟
）、
法
務
省
（
庁
舎
等

19
棟
）、
財
務
省
（
庁
舎
等
7
棟
）、
厚
生
労
働

省
（
庁
舎
等
5
棟
）、
農
林
水
産
省
（
庁
舎
等

13
棟
）、
国
土
交
通
省
（
庁
舎
等
31
棟
）、
防
衛

省
（
庁
舎
等
48
棟
）
等
の
計
１
６
１
施
設
で
し

た
。

•

木
造
で
整
備
を
行
っ
た
公
共
建
築
物
及
び
内

装
等
の
木
質
化
を
行
っ
た
公
共
建
築
物
に
使
用

さ
れ
た
木
材
は
、
６
、６
９
５
㎥
と
平
成
24
年

度
の
１
３
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

•

市
町
村
に
お
け
る
木
材
利
用
方
針
の
策
定
が

進
ん
で
お
り
、
平
成
25
年
度
末
の
策
定
市
町
村

数
は
１
、３
８
４
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。

■
第
八
十
八
回
定
期
総
会
を
開

催
木
材
需
給
に
つ
い
て
情
報
交

換
　
四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟

四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
（
会
長
・
樋
口
高

良
・（
株
）太
洋
木
材
市
場
社
長
）は
４
月
24
日
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
（
徳
島
県
徳
島

市
）
で
第
88
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。

出
席
者
は
、
連
盟
所
属
の
12
社
23
名
の
役
職

員
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
四
国
森
林
管
理
局
田

口
護
森
林
整
備
部
長
、
徳
島
森
林
管
理
署
原
修

署
長
、
徳
島
県
河
口
正
道
林
業
飛
躍
局
長
、
同

安
部
勝
巳
次
世
代
Ｐ
Ｔ
推
進
室
長
、
日
刊
木
材

新
聞
社
大
阪
支
社
向
千
勝
支
社
長
等
が
参
加

し
、
当
連
盟
か
ら
は
小
合
が
出
席
し
た
。

樋
口
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
住
宅
・
木
材

に
つ
い
て
は
、
消
費
税
増
税
駆
け
込
み
需
要
等

で
一
昨
年
後
半
か
ら
昨
年
前
半
に
か
け
て
、
十

数
年
ぶ
り
の
好
況
で
あ
っ
た
が
、
長
く
は
続
か

ず
、
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
で
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
韓
国
で
の
日
本
木
材
の
展
示
活

動
に
参
加
し
、
向
こ
う
の
ヒ
ノ
キ
ブ
ー
ム
を
直

に
感
じ
た
が
、
韓
国
な
ど
と
も
上
手
に
付
き

合
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
木
材
市
場
を
巡
る

状
況
は
、
様
々
な
要
因
が
あ
り
、
先
行
き
不
透

明
だ
が
、
市
売
が
良
く
な
る
よ
う
頑
張
ろ
う
」

と
述
べ
た
。

田
口
部
長
は
、
四
国
で
も
山
の
木
が
育
っ
て

お
り
各
県
努
力
し
て
う
ま
く
材
が
流
れ
て
ゆ
く

よ
う
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題
。
木
材

市
場
も
こ
れ
ま
で
同
様
で
は
な
く
、
視
野
を
広

げ
輸
出
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
に
も
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
。
国
有
林
も
シ
ス
テ
ム
販
売
及
び

販
売
委
託
等
に
お
い
て
、
市
場
の
皆
様
と
手
を

携
え
て
ゆ
き
た
い
」
旨
挨
拶
し
た
。
河
口
局
長

も
Ｃ
Ｌ
Ｔ
、
公
共
建
築
物
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
木
材
輸
出
等
の
新
た
な
需

要
へ
の
対
応
等
に
お
い
て
の
木
材
市
場
の
重
要

性
及
び
徳
島
県
と
し
て
も
、
素
材
生
産
を
倍
増

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
挨

拶
し
た
。

【
議
　
　
事
】

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
・
同
決
算
報

告
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
・
同
予
算
案

が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
次
年
度
総
会
は
愛

媛
県
で
担
当
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
ま
た
、

各
参
加
者
か
ら
、最
近
の
情
勢
等
が
発
表
さ
れ
、

有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た
。

全
市
連
事
務
局
の
小
合
は
、
次
の
資
料
を
配

布
し
、
要
点
を
説
明
し
た
。

①
27
年
度
全
市
連
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
②

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
、
③
軽
油

引
取
税
免
税
措
置
等
税
制
改
正
等
に
つ
い
て
、

④
広
域
流
通
型
流
通
体
制
構
築
事
業
等
に
つ
い

て
、
⑤
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
に
つ
い

て
、
⑥
森
林
林
業
白
書
に
つ
い
て
、
⑦
公
共
建

築
物
木
材
使
用
量
に
つ
い
て
、
⑧
福
祉
共
済
事

四国地区木材市場連盟総会
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十
二
年
か
ら
平
成
二
十
六
年
ま
で
副
会
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
内
田
幹
雄
氏
が
受
章
さ
れ
た
。

・
旭
日
小
綬
章　
　

鈴
木
和
雄　

氏

　

社
団
法
人
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
理
事
・
前

会
長

（
株
式
会
社
東
海
木
材
相
互
市
場
代
表
取
締
役

社
長
）

鈴
木
和
雄
氏
は
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
世
界
的
な
経
済
不
況
の

影
響
等
で
、
急
速
に
百
万
戸
を
割
り
込
み
、
木

材
需
給
量
も
減
少
す
る
と
い
う
激
動
の
時
期
で

あ
っ
た
が
、
全
市
連
会
長
と
し
て
次
の
よ
う
な

多
大
な
業
績
が
あ
っ
た
。

集
材
機
能
の
強
化
等
を
通
じ
、
原
木
流
通
に

お
け
る
木
材
市
場
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
木
材
市

場
を
通
じ
た
木
材
の
安
定
供
給
に
努
め
た
。
ま

た
、
乾
燥
材
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
重
要
性
に
着

目
し
、
木
材
市
場
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展

示
会
の
開
催
、乾
燥
材
取
扱
量
の
拡
大
を
通
じ
、

乾
燥
材
等
品
質
・
性
能
が
確
保
さ
れ
た
製
材
品

の
利
用
拡
大
に
努
め
た
。
更
に
、
木
材
市
場
の

基
本
で
あ
る
競
り
売
り
を
堅
持
し
つ
つ
、
中
間

土
場
の
活
用
に
よ
る
国
産
材
の
流
通
改
革
に
つ

い
て
も
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
。

・
旭
日
小
綬
章　
　

内
田
幹
雄　

氏

　

社
団
法
人
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
理
事
・
前

副
会
長

（
大
分
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
）

内
田
幹
雄
氏
は
、
大
分
県
木
連
理
事
長
を
勤

め
る
一
方
、
全
市
連
副
会
長
・
九
州
支
部
長
と

し
て
全
市
連
の
運
営
及
び
九
州
支
部
全
体
の
総

合
調
整
役
と
し
て
多
大
な
業
績
が
あ
っ
た
。
長

ら
く
沈
ん
で
い
た
林
業
・
木
材
産
業
再
生
の
時

期
に
、
伐
採
量
の
増
、
再
造
林
の
必
要
性
な
ど

循
環
型
林
業
の
実
現
を
目
指
し
、
自
ら
、
県
木

連
理
事
長
と
し
て
製
品
市
場
、
共
同
販
売
事
業

を
手
掛
け
、
国
産
材
製
材
品
の
販
売
に
尽
く
し

た
。
ま
た
、
原
木
主
体
の
木
材
輸
出
に
つ
い
て

も
製
品
輸
出
の
拡
大
及
び
関
東
な
ど
の
大
消
費

地
に
お
け
る
国
産
材
の
シ
ェ
ア
の
拡
大
に
つ
い

て
も
、
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
。

■
林
業
者
等
に
対
す
る
軽
油
引

取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
措
置

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
措
置
延
長

に
つ
い
て
は
、
27
年
02
号
の
時
報
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、
特
例
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
、
再

度
ご
紹
介
し
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
に
お
い
て
使
用
す
る
機
械

に
用
い
る
軽
油
に
つ
い
て
は
、
免
税
証
の
交
付

な
ど
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
軽
油
引

取
税
が
免
税
さ
れ
ま
す
。
特
例
の
対
象
者
は
、

「
林
業
者
等
」、「
木
材
加
工
業
者
」、「
木
材
市

場
業
者
」
及
び
「
バ
ー
ク
堆
肥
製
造
業
者
」
で

す
。
木
材
市
場
業
者
に
つ
い
て
は
、
事
業
場
内

に
お
い
て
木
材
の
積
卸
し
に
使
用
す
る
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ー
ダ
ー
、
シ
ョ
ベ
ル

ロ
ー
ダ
ー
及
び
ク
レ
ー
ン
（
道
路
運
送
車
両
法

第
４
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
（
い
わ
ゆ
る
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
）
を
受
け
て
い
る
も
の

を
除
き
ま
す
。）
の
動
力
源
の
た
め
の
軽
油
に

つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
免
税
証
の
交

付
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
軽
油

引
取
税
が
免
税
さ
れ
ま
す
。
税
率
は
、
32
・
1

円
／
リ
ッ
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
例
え

ば
、
１
、０
０
０
リ
ッ
ト
ル
使
用
す
る
場
合
は

３
２
、１
０
０
円
の
免
税
と
な
り
ま
す
。
申
請

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
所
の
所
在
す

る
都
道
府
県
の
税
務
担
当
部
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

今
回
、初
め
て「
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
習
会
」
に
事
務
局
と
し
て
係

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う
に

長
い
時
間
、
側
か
ら
で
も
講
義
を
聴

か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、大
学（
林

学
科
）
卒
業
以
来
。
学
生
の
時
も
、

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
内
容
の
濃
い
講
義
を
受
け
た
記
憶
は
な
い
。

就
職
後
も
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
縁
が

あ
っ
た
が
、
木
材
及
び
建
築
の
講
義
内
容
に
つ

い
て
は
、「
そ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
思
う
こ
と

頻
り
だ
っ
た
。
木
材
業
界
に
お
い
て
も
、
経
営

者
や
幹
部
の
方
々
は
、
研
鑽
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
御
経
験
・
チ
ャ
ン
ス
は
多
く
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
中
堅
の
方
々
や
若
年
層
に
つ

い
て
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
人
材
育
成
の
重
要

性
が
叫
ば
れ
る
が
、
林
業
関
係
以
外
で
は
、
木

材
関
係
業
界
を
見
渡
し
て
も
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
以
外
で
、

環
境
・
森
林
・
林
業
・
木
材
及
び
建
築
な
ど
幅

広
な
分
野
で
の
研
修
の
機
会
は
少
な
い
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
人
材
育
成
の
一
翼
を
全

市
連
と
し
て
、
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

は
、
意
義
深
い
も
の
と
痛
感
し
た
。
講
義
の
内

容
か
ら
言
っ
て
、
木
材
市
場
関
係
者
及
び
問

屋
・
小
売
・
仲
買
等
木
材
流
通
関
係
者
に
止
ま

ら
ず
、
広
く
林
業
・
木
材
に
関
係
す
る
者
等
に

と
っ
て
も
、
有
意
義
と
の
印
象
は
、
手
前
味
噌

だ
ろ
う
か
。
実
際
、
今
回
の
講
習
の
参
加
者
の

約
4
割
は
、
製
材
業
、
建
築
・
設
計
及
び
森
林

組
合
関
係
者
だ
っ
た
。
手
ご
ろ
な
時
間
と
費
用

で
基
礎
的
な
知
識
を
得
ら
れ
る
研
修
会
と
し

て
、今
後
と
も
広
く
門
戸
を
開
き
、多
く
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ゆ
く
必
要
を
強
く
感
じ
た

次
第
で
あ
る
。
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
点

か
ら
も
、
未
受
講
の
方
々
に
は
、
是
非
受
講
を

お
勧
め
し
ま
す
。

雑 記 帳

２
．
農
林
水
産
省
の
木
材
利
用
推
進
計
画
の
実

施
状
況

（
1
）
平
成
25
年
度
の
実
施
状
況

•
平
成
25
年
度
に
、
農
林
水
産
省
及
び
関
係
機

関
の
庁
舎
等
の
施
設
に
お
い
て
、
木
造
化
は
、

新
築
等
の
2
割
の
6
施
設
（
森
林
事
務
所
等
）、

内
装
等
の
木
質
化
は
新
築
等
又
は
模
様
替
え
の

5
割
に
当
た
る
21
施
設
（
会
議
室
等
）
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。

•

農
林
水
産
省
関
係
公
共
土
木
工
事
で
は
、
残

存
型
枠
、
標
識
工
、
視
線
誘
導
標
等
で
取
組
が

進
ん
で
い
る
。

•

農
林
水
産
省
及
び
関
係
機
関
に
お
け
る
備
品

及
び
消
耗
品
の
導
入
実
績
で
は
、
間
伐
材
を
利

用
し
た
コ
ピ
ー
用
紙
、
業
務
用
茶
封
筒
等
で
取

組
が
進
ん
で
い
る
。

■
政
府
は
二
十
九
日
、
平
成
二
十
七
年
春
の
叙

勲
受
章
者
を
発
令
し
た
。
当
連
盟
関
係
で
は
、

平
成
十
四
年
か
ら
平
成
二
十
一
年
ま
で
会
長
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
鈴
木
和
雄
氏
及
び
平
成
二
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